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1 先端研をこよなく愛する人物

東京大学先端科学技術研究センター 所長 神崎亮平






「先端研のように自由に研究ができる環境は、なかなかない。

私もここで育ててもらったし、ここに来てから研究を飛躍的に展開できた。

私は、先端研を愛しています。だからこそ、全力で次のステージへと飛び立たせたいのです。」

いま私たちの社会が立ち向かう課題は複雑極まりなく、一つの領域に特化したスペシャリスト、

つまり、個々に突出した点としてだけの先端では、もはや太刀打ちできません。ひとつひとつの研究は、盤石な基礎研究の上に展開する卓越したものでありながらも、常に異分野を意識し、刺激しあい、自由につながる機会を持つ有機的な「面」が隆起して生まれる点– 先端–にこそ、複雑な社会課題を突破する力があると考えています。

設立から30年。私たちは「過去を振り返らず、現在と未来を見つめる」という先端研のDNAを引き継ぎ、既成の先端ではなく、自ら価値をシフトした先端に向かって、挑戦を続けます。

未来を見据えた新しい研究、研究環境と体制、人材育成や産学連携など、先端研のさまざまな「面」を強め、拡げていくこと。多様で柔軟な発想と場にさらなる勢いを与え、社会課題を突破して未来を豊かにする「先端」を生み出すこと。その情熱の源を、国内外の多くの方々と共有したいと思います。そのために、私たちは全力を尽くします。




2 前例がないなら、つくればいい

従来の大学の殻を破る研究・教育体制の推進拠点として、我が国初という枕詞がつく多くの新制度や取組みを実践




1987 我が国の国立大学初の寄付研究部門を開設

1998 大学の技術移転機関　CASTI（現：東京大学TLO）設立

2002 我が国初の特任教員制度の創設

2003 バリアフリー分野を創出

2004 基金教授の創設

2006 経営戦略企画室を設置　研究と運営の分離体制に

2013 東京大学初の特例教授制度を採用






3 専門分野の冠は、ご遠慮します




先端研は30年前、組織名に敢えて特定の専門分野の冠を持たない研究所として誕生しました。理工学系と人文・社会科学系が共存し、既存の研究が存在しない分野に着手する研究を推進するためには、特定分野の冠をつけない名前がふさわしいと考えたからです。




4　30年前から文理融合を実践　6カテゴリー43分野の共存が視野を拓く

科学技術だけであらゆる課題に対応できるわけではありません。先端研は、設立当初から、科学技術を推進する理工学系だけでなく、倫理や思想、社会システムに関わる人文・社会科学系が共存する重要性を認識し、人間と科学技術における多角的な先端研究を追求しています。




6カテゴリー43分野　

材 料　5分野

環境エネルギー　6分野

情報　10分野

生物医科学　8分野

バリアフリー　5分野

社会科学9分野　

2017年3月23日現在






5 1分野1研究室で研究室の個性を発揮

個性的な研究者たちの独自カラーを発揮できるフラットな小規模運営体制。すぐ近くに異分野が

あり、偶発的な交流が促進されます。







6 新しい風を入れて変化を促す「任期制」と「還流」

先端研の研究者は基本的に任期制。その中には、東大の別部局に所属しながら一定期間だけ先端研に籍を置く「還流」教員も含まれます。常に刺激やつながりが有機的に生まれ、変化し続ける環境を保つためのユニークな仕組みです。




7 東大附置研で唯一、大学院教育を実施

企業研究者の再教育は、現代社会の課題解決に大きく貢献する。それが、先端研が博士課程で人材育成を行う理由です。企業でキャリアを積む研究者が、専門分野の深掘りだけでなく、科学や技術の体系的な理解を深め、全体を俯瞰する力を備えれば、複雑化する社会課題の解決方法も変わる可能性があります。それを学べるのが大学であり、社会をリードする研究者を育てるのが、異分野がすぐ近くに存在する先端研の環境です。




学位取得者数439名

2008年3月-2016年9月修了

大学院工学系研究科　先端学際工学専攻（博士課程）

学生構成比属性別割合　

　社会人47％、他大学より進学20％、東大より進学12％、その他21％

在籍者の過半数が社会人大学院生

2016年12月現在




8 研究者にもっと時間を－研究と運営の分離－

委員会や事務手続きなどの運営業務に追われる研究者が、研究と教育の時間を確保するためにはどうしたらいいか。「研究と運営の分離」は、研究者の研究・教育時間の確保と迅速な組織の意思決定を併せ持つ、先端研独自の運営体制です。




決定事項の審議・決定を分離することで、会議を減らし、研究・教育時間を確保

教授総会

経営企画室（所長、副所長、各担当教授、事務長）

　-先端研ボード

　-（経営戦略企画室、事務部、広報情報室）

所長が運営の全責任を担う経営戦略室

・内部組織の改廃

・人事の提案

・財務／予算の配分

・面積の配分




経営戦略企画室

経営戦略会議のアジェンダ整理、運営、実行プラン策定など、経営戦略室を全面サポート。個性的な研究者が集まる先端研

で対応すべき案件を実行可能な状態に導きます。




事務部

研究者の運営業務軽減のさまざまな面を組織的にサポート。




先端研では昔から、研究者とスタッフは車の両輪なのです 神崎亮平 所長




9 経営や研究の第一人者が運営を厳しく評価

経営方針・運営手法などを利害から独立して外部評価を行う「先端研ボード」には、経営や研究の第一人者が名を連ねています。先端研の運営状態を常時把握し、助言・評価が行われることで組織的な変革を続けています。

東京大学先端科学技術研究センター ボードメンバー

大隅 典子

東北大学大学院医学系研究科附属

創生応用医学研究センター長

大西 隆

豊橋技術科学大学 学長

日本学術会議 会長

小泉 英明　

株式会社日立製作所 名誉フェロー

公益社団法人 日本工学アカデミー 上級副会長

小林 喜光

株式会社三菱ケミカルホールディングス 取締役会長

小松崎 常夫

セコム株式会社 顧問

西村 陽一

株式会社朝日新聞社 常務取締役

晝馬 明　

浜松ホトニクス株式会社 代表取締役社長

増田 寛也

株式会社野村総合研究所 顧問

宮野 健次郎

国立研究開発法人物質・材料研究機構 フェロー

武藤 敏郎

株式会社大和総研 理事長

2017年4月1日現在

（50音順）






10 先駆者かつトップを走り続ける「バリアフリー研究」

先端研がバリアフリー領域を創設したのは2003年。常に社会課題の本質を探り、「誰もが活躍するフィールドのあり方」のイノベーションを生み出しています。




　・東大他部局と　（デザイン、アート、建築、スポーツ、医学、工学、情報、認知科学）

　・当事者や一般の方と　（当事者）

　・外部機関と　（教育機関、行政機関、民間企業）

（バリアフリー研究）

　バリアフリー／当事者研究

　　障害のある研究者が在籍し、世界的に類例のない障害当事者研究の拠点

　　・福島 智教授　　　視覚と聴覚に障害を併せ持つ盲ろう者として世界初の大学教員

　　・石川 准特任教授　　日本人初の国連障害者権利条約委員会委員　

　　・熊谷 晋一郎准教授　脳性まひの障害を持つ現役の小児科医

　人間支援工学／支援情報技術

　　多様な人々の社会参加を取り込んだ社会システム構築に関する国際研究拠点　

　　・中邑 賢龍教授　技術を組み合わせてさまざまなバリアを打ち破る改革者

　　・近藤 武夫准教授　社会的活躍の場の構築に向けた実践的な研究

　　・巖淵 守准教授　身の回りにあるテクノロジーを利用した支援技術開発




『福島研究室』

盲ろう者としての体験に立脚しつつ、人間にとってのコミュニケーションの本質、障害体験の

意味、現実の障害者支援制度のあり方について研究。




『熊谷研究室』

障害などの困難を持つ当事者が、学術や支援法のエンドユーザーではなく、生産者となる当事者研究という実践の、方法論的研究や検証、介入研究を行う。




短時間での障害者の雇用を創出する『IDEAプロジェクト』

現在の日本の就労システムでは働くことが難しい人々に、超短時間方式で新しい雇用を作り出す。自治体や民間企業などと連携した共同研究を行っている。




ICT活用と移行支援を通じた多様な障害のある学生のメインストリーミングとリーダー養成

『DO- IT Japan』




不登校状態にあるがユニークな能力を持つ子どもの突き抜けた関心を育てる

『異才発掘プロジェクト：ROCKET』

8ページ＝＝＝＝＝＝　




11 震災の記憶を未来への対応力に異分野の研究者が集結して挑むプロジェクト

分野横断型プロジェクト『震災アーカイブプロジェクト』

東日本大震災、熊本地震に関する各種の記録・情報・活用・保存をコンセプトに、震災アーカイブと文化の持続可能性に関わる議論と活動。医学から情報、バリアフリー―までの研究者が分野を越えて挑んでいます。

主な活動

・ 先端研研究者へのインタビュー

・ 現地調査

・ 関係者とのディスカッション、シンポジウム開催

・ 省庁への調査報告書の提出 など




理系と文系、異なる視点での議論が想像以上のケミストリーを生みだす。

これこそ、異分野融合の醍醐味です




プロジェクトリーダー　牧原 出教授、御厨 貴客員教授




12 あの企業ともパートナー

従来の課題解決型連携に加え、共に掲げたビジョンに向けて取り組む研究開発をスタート。先端研内に複数企業がラボを構え、幅広い分野での共同研究を推進しています。




主な連携先

・株式会社日立製作所（日立東大ラボ）

・JXTGエネルギー株式会社（ENEOSラボ）　

・富士電機株式会社

・日揮株式会社






13 国を越えて、共に先端を目指す

先端研の研究者は、それぞれの専門分野で国際的に競い合ったり協働したりしながら、世界トップレベルの研究活動を展開。同時に、研究者同士の枠を超えた組織的な連携により、多面的なネットワークの構築も展開しています。




① ケンブリッジ大学クレアホール（イギリス）

　　学際的ネットワークにおける全分野での研究者・学生交流




② アリゾナ州立大学 アリゾナ再生可能エネルギーイニシアティブ（アメリカ）

　太陽光エネルギー技術分野における共同研究・研究員相互受入

③ アリゾナ大学（アメリカ）

　昆虫科学及び神経科学分野での共同研究・学術交流

④ フランス国立科学研究センター（フランス）

　再生可能エネルギー分野における共同研究・研究者交流

⑤ ウンムアルクラー大学（サウジアラビア）

　人工知能及びその応用分野における研究協力

⑥ 革新的太陽光発電研究所 CRSP（アメリカ）

　新エネルギーに関する共同研究・学術交流

⑦ ワシントン大学セントルイス校（アメリカ）

　学際的な研究ネットワークを基盤に全分野での研究・学生交流

⑧ グラスゴー大学（イギリス）

　エネルギー分野を中心とした学術交流

⑨ ニューサウスウェールズ大学（オーストラリア）

　超高効率太陽電池研究開発事業における共同研究・学術交流

⑩ ストックホルム大学（スウェーデン）

　創薬分野のバイオシュミレーションに関する共同研究・学術交流

⑪ ソウル大学 AICT（韓国）

　学際的研究における全分野での学術交流

⑫ カッセル大学（ドイツ）

　神経科学分野を中心とした学術交流　　　　　　　　　　　　　　　　　（協定等締結順）

ケンブリッジ大学クレアホール

ケンブリッジ大学クレアホールのアジアパートナー校として、クレアホールにVisiting Fellowとして認められた研究者を派遣。派遣された研究者は数カ月クレアホールに滞在し、ケンブリッジの研究者と密度の高い共同研究、あるいは、世界各国から集まる研究者と異分野間の交流活動をしながら生活します。また、2012年以降、夏には先端学際工学を中心とした学生向けの研修を実施。Visiting Studentsとしてクレアホールに約4週間滞在し、恵まれた国際的研究環境の中で研修と交流を体験します。

先端研フェロー

先端研では「国内外の教育・研究機関等に所属し、深い知見を有する、または業績が顕著」な人材を「先端研フェロー」として、研究その他に関わってもらい、先端研の活動に国際的な広がりを持たせています。

［フェロー］2017年3月現在

　Jacob M TAYLOR (Univ. of Maryland)

　Chang PING (Texas A&M Univ.)

　Stefania BANDINI (Univ. of Milano-Bicocca.)

　Mariko FUJII (Ambassador Extraordinary and

　Plenipotentiary of Japan to the Republic of Latvia)

　David COPE (Univ. of Cambridge)

　Shang-Ping XIE (Univ. of California)






14 地方自治体とつながり、地域産業を活性化

地方のすぐれた企業とより機動的に、より緊密な連携のもとで研究を行えるよう、先端研は地方自治体と連携協定を締結しています。

石川県との連携

2012年3月には先端研および石川県、（公財）石川県産業創出支援機構の三者で連携協定を締結し、再生可能エネルギーやIT、バリアフリー分野といった先端研の特徴である多様な研究分野のセミナー開催などを行っています。2013年からは、先端研・石川県共同による産学連携支援制度を設け、先端研の研究シーズを活用した地域産業活性化に向けた活動を推進しています。




熊本県との連携

2017年4月、先端研は熊本県および熊本大学と包括的連携協定を締結しました。「震災アーカイブプロジェクト」の活動をさらに大きく展開させ、さまざまな分野で復興・安全・地域産業活性化などを通じて地域振興に取り組みます。




15 先端研 丸ごとアウトリーチの2日間 『駒場リサーチキャンパス公開』

年に一度、生産技術研究所と合同で開催する研究所公開は、先端研の研究を広く一般の方へ紹介するため、社会的関心の

高いテーマを扱った研究者による講演会や参加型イベントなどを行っています。企業や他機関の研究者だけではなく一般の

方も多く訪れ、私たちにとっても社会的な反応や、より効果的なアウトリーチのヒントを探る機会となっています。






16 今日の授業は先端研で－中高校生向け「先端研リサーチツアー」

中高生に研究室見学や第一線の研究者による講義を体験してもらう「先端研リサーチツアー」。先端研には文理さまざまな研究分野があるため、全国の中・高等学校がリサーチツアーを学校行事に組み込み、生徒の専門的な科学・研究への関心を高める施策として活用しています。






17 肩書きを忘れて楽しむ「ハッピーアワー」

若手研究者の発案で始まった「ハッピーアワー」を毎月最終金曜日の就業時間後に開催。各研究室が交代でホストを務め、研究者、企業、大学院生、事務スタッフが思い思いに交流する大切な時間です。








18 時計台の秘密

13号館は、震災後の東大キャンパスの再建を主導した建築家で東大教授の内田祥三氏の指導のもと、内田氏の弟子、岸田日出刀氏（東大助教授：当時）が設計した、セセッション様式のオリジナリティあふれるディテールを持つ登録有形文化財。東大の時計台として広く知られるうちの1つである13号館時計台は、台形で左右も非対称。時計台と窓の位置関係は4方向すべて、意図的にずらして配置されています。権威の象徴である時計台をアンバランスに設計した背景には、権威を否定し、新しいものをつくるという志が込められていたのかもしれません。









19 新しいロゴマーク




2017年4月、先端研はロゴマークを刷新。先端研を象徴する13号館時計台をモチーフにしたロゴマークには、権威や既存の枠を越え、自らが前例となって新しい研究領域や仕組みを生み出すという

先端研の哲学が込められています。




20 いまも現役80年－3m風洞

1号館にある巨大な風洞、通称「3ｍ風洞」は、先端研の前身である東大航空研究所が駒場地区に

移転した際に建設した木製風洞です。実験開始は1930年。長距離飛行世界記録を作った航研長距離機や国産旅客機YS-11等の設計に関わった、日本の航空史を語る上で極めて重要な風洞です。






21 研究＋アートの発信地は、築80年以上の建物です

3m風洞のある築80年以上の1号館。風洞以外の空間は、外観からは想像できないスタイリッシュな

キッチンやアーティストの居室があります。






22 外の風と合流して、大きな風を生む－「特任研究者」との協働

今では当たり前となった「特任制度」は、先端研が創設しました。なぜなら、私たちは、異なる環境で異なる視点を持つ人たちと研究することがブレイクスルーを起こすことを実感しているからです。特任研究者は外部資金等で雇用されるため、高い外部資金比率は人材と研究の両面で大きな役割を担っています。




・東京大学全学平均との比較　2016年5月現在

　教員*構成比率（交付金：特任）　　*教授、准教授、講師

　(先端研) 特任教員35%、交付金教員65%

　（東京大学全学平均）特任教員14%、交付金教員86%

　特任教員の割合

　（先端研）教授26% 准教授39% 講師60%

　（東京大学全学平均）教授7% 准教授16% 講師33%




・先端研の人員構成　2017年2月現在

　研究者**構成比率（交付金：特任）　**教授、准教授、講師、助教、研究員

　交付金教員39％、特任教員61％

　分野別特任研究者の割合

　 生物医化学分野　84％、環境エネルギー分野78％、バリアフリー分野57％

　先端研の人員構成

　 教員・研究者（交付金教員64名、特任教員・特任研究者等96名）

　 職員（常勤職員24名、特任職員等20名）

　　学生（220名　内 先端学際工学専攻78名）

　　

　　

　　




23　総事業費の７割近くを外部資金で運営－社会が求める研究力

先端研は総事業費の７割近くを外部資金で運営しています。将来的に社会で必要とされる領域への先見性を発揮した研究、異分野と融合し新展開を図る研究など、先端研での研究が広く社会に求められていること、そして、自ら研究資金を獲得する力のある研究者が揃っていることを示しています。




2015年度 東京大学全学平均との比較

（先端研）交付金34％、外部資金66％

（東京大学全額平均）交付金65％、外部資金35％




2015年度 外部資金内訳

　外部資金合計　2,379,658千円

　　受託研究費51.16％

　　科学研究費助成事業18.27％

　　寄付金14.26％

　　共同研究費7.17％　

　　その他補助金5.41％

　　寄付研究部門3.36％

　　共同事業費0.29％

　　受託事業費0.09％

2015年度 供給別外部資金

　外部資金合計　2,379,658千円

　　他省庁政府系資金　58.4％

　　民間企業23.4％

　　科学研究費助成事業18.3％

　※但し、間接経費を除く






24 査読付き論文掲載数

2010年度 － 2015年度

　国際学術誌1,509件

　国内学術誌207件







25 受賞・表彰数

2010年度 － 2016年度

177件







26 若手研究者たちが野心的な研究課題に挑戦 「東京大学生命科学若手アライアンス」

現代生命科学のさまざまな大課題が「多細胞生物システムにおける不均質な細胞・分子動態を高解像度で理解し再構成すること」を必要とします。2017年度から先端研ではこのような先端研究を推進するため、若手研究者を中心に、計測生命科学、計算生命科学、データサイエンス、AIを融合させ、現代生命科学における大課題の鍵となる研究プロジェクトが始動します。分野を超えて研究者が集まるオープンラボラトリーの整備、大規模先端装置の共有、コミュニティ機能の発揮、ビジョンをもった若手独立研究者のリクルートを通じて野心的な研究課題に挑戦します。

東京大学生命科学若手アライアンス（第1期）

（装置の共有、コミュニティ機能の発揮、コアファシリティー機能の提供）

・東京大学生命科学若手アライアンスオープンラボラトリー 2017年度より構築開始

・若手研究者研究室 合成生物学分野




・若手研究者研究室 2017年度新設 (予定)

　システム生物医学分野、ゲノムサイエンス分野、代謝医学分野、生命知能システム分野、

　光製造科学分野、生命反応化学分野、理論化学分野、計量生物医学分野

　

　　（脂肪細胞マシーナリー、悪性腫瘍ダイナミクス、1細胞解像度での固体発生）

　　セルタイピング、細胞情報の素子化、再構築、固体システム、細胞クローン、分子構造、

　　１細胞




27 研究をさらに進める力　―寄付のお願い

多くの皆様からのご寄附が、先端研の前例に縛られず新領域を開拓する研究活動を可能にしています。皆様のご支援をお願いいたします。

>> http://www.rcast.u-tokyo.ac.jp/donation









28 別名は「駒場の秘境」－都心とは思えない環境




ACCESS

●小田急線／東京メトロ千代田線・代々木上原駅より徒歩12分

●小田急線・東北沢駅から徒歩8分

●京王井の頭線・駒場東大前駅西口から徒歩10分

●京王井の頭線・池ノ上駅から徒歩10分




29 より詳しい情報は…

パンフレットPDF (brochure PDF)

http://www.rcast.u-tokyo.ac.jp/about/brochure/

RCAST website

http://www.rcast.u-tokyo.ac.jp

30th website

http://30th.rcast.u-tokyo.ac.jp

Facebook

https://www.facebook.com/UTokyo.Rcast/




東京大学

発行年月： 2017年5月

発行：東京大学先端科学技術研究センター
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先端研は、学術の発展と社会の変化から生じる新たな課題へ機動的に

挑戦し、人間と社会に向かう先端科学技術の新領域を開拓することに

よって、科学技術の発展に貢献することを目的とする。

-東京大学先端科学技術研究センター規則 第2条

先端研30TH　ANNIVERSARY
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